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高齢者のセルフ ･ネグレクトに関する課題
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2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年
a 高齢単身世帯 303 386 471 566 635 680
a/C (%) 27.2 28.8 30.6 32.1 34.4 36.9
b 高齢夫婦世帯 385 470 542 614 631 609
b/C (%) 34.6 35.1 35.2 34.8 34.2 33.0
C 高齢者世帯 1,114 1,338 1,541 1,762 1,847 1,843
C/d (%) 23.8 27.3 30.7 34.9 36ー7 37.1
資料:総務省｢国勢調査｣､2005年以降は国立社会保障･人口問題研究所の将来推計
表2野宿生活者数の都道府県別順位
順位 都道府県名 野宿生活者数 率 (%)
1位 大阪府 (大阪市の数) 7,757(6,603) 30.7(26.1)
2位 東京都 6,361 25.1
3位 愛知県 2,121 8.4
4位 神奈川県 1,928 7.6
5位 福岡県 1,187 4.7






60歳代 高血圧治療受けず 高血圧薬本日服用せず 高血圧薬本日服用中 総数ホー ムレス調査 国民栄養調
(n=673) (n=394) (n=1025) (n=128) (n=83) (n=1236)
至適血圧 13.4 9.1 (n=1026) 4.7 8.4 14.1
正常血圧 ll.6 14.5 (n=1027) 5.5 6.0 12.1
正常高値血圧 14.4 21.3 (n=1028) 13.3 18.1 16.2
軽症高血圧 33.3 38.1 (n=1029) 28.9 44.6 31.0
中等症高血圧 15.3 13.5 (n=1030) 30.5 12.0 15.1











































刑法犯被害認知件数 火災死者数(放火死を除く) ルオレ詐欺 リフォーム詐欺
年度 平成10 平成15 平成10 平成1も 平成16 平成10 平成15
全数 1,768,2002,407,457 1,206 1,433 14,459 5,113 9,507







年度 平成12 平成16 1位 2位 3位
全数 31,957 32,325 健康問題 経済 .生活問題 家庭問題




















































加害者の続柄 事件(死亡)数 死亡者数 事件数割合(%)
配偶者 95 95 48.0
息子.娘 87 89 43.9
息子.娘の配偶者 8 9 4.1
親 3 3 1.5
その他 5 5 2.5
資料 :加藤悦子, ｢介護殺人｣クレス出版p45,2005掲載表を一部改変作成
表7介護殺人事件の被害者及び加害者の年齢層(1998年～2003年)
被 害 者 加 害 者
年 齢 人数 蔓 割合(%) 年 齢 人数 割合(%)
60-65未満 22… 10.9 50未満 34 17.1
65-75未満 54: 26.9 50-60未満 48 24.1
75-85未満 80董 39.8 60-75未満 69 34.7



























虐待のサイン (疑い事実調査) 虐待のリスク要因 (見守り､継続観察)
家族の状派 ･介護疲れが著しい､.極度の疲労 .ストレス状態 ･家庭内に介護の協力者なく孤立
･高齢者の健康に関心を持ってない ･介護負担感 .ス トレスあり
･高齢者との人間関係は悪化している ･健康状態に不安あり
･訪問者を高齢者に会わせない ･認知症等の介護知識なし
･訪問者が居る間は高齢者の側を離れない ･老々介護の期間が長い(平均7郵自己中心的 .依存など性格的な偏り外部 に対して攻撃的､冷淡
･介護者はアルコール依存､薬物依存状態にあり､自 ･高齢者に愛されて育った感覚なし介護 も障害をもっている熱心すぎる .介護に完壁さを求める周囲の目に､やむなく同居し介護
身の日常生活も維持できてない
衣 ･介護のためには必要なサービスを拒否 ･経済状態は苦 しい
･高齢者の年金等に依存した生活状態 ･家族は未熟で依存的な性格
日常的に暴力を容認する生活状況 家族員の人間関係は悪い
庭 ･家族と高齢者の人間関係は悪化状況 ･近隣 .社会との交流がほとんどない







































No 質 問 項 目 回 答 13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか はい いいえ
1 パスや電車で1人で外出しますか はい いいえ 14 お茶や汁物などでむせることがありますか はい いいえ
2 日用品の買い物をしていますか はい いいえ 15 口の渇きが気になりますか はい いいえ
3 預貯金の出し入れをしていますか はい いいえ 16 週に1回以上は外出していますか はい いいえ
4 友人の家を訪ねていますか はい いいえ 17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか はい いいえ
5 家族や友人の相談にのつていますか はい いいえ 18 周りの人から｢いつも同じ事を聞く｣な.どの物忘れがあると言われますか はい いいえ
6 階段を手すりや壁を使わずに昇っていますか はい いいえ 19 自分で電話番号を調べて､電話をかけることをしていますか はい いいえ
7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか はい いいえ 20 今日が何月何日かわからないことがありますか はい いいえ
8 15分位続けて歩いていますか はい いいえ 21 (ここ2週間)毎日の生活に充実感がない はい いいえ
9 この1年間に転んだことがありますか はい いいえ 22 (ここ2週間)これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった はい いいえ
10 転倒に対する不安は大きいですか はい いいえ 23 (ここ2週間)以前は楽しんでできていたことが今ではおっくうに感じられる はい いいえ
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(セルフ･ネグレクトを含む)
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生
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おわりに
増え続けるわが国の高齢者のセルフ･ネグレクトにつ
いての定義は未だ存在 しない｡実態調査も存在しない｡
西欧諸国では個の最小単位は個人であるが､人権意識が
育っていないわが国では介護殺人､介護心中事件等の件
数から末だ個の最小単位は家族という意識の強さは拭い
きれない｡わが国のセルフ･ネグレクトの定義は､西欧
諸国と文化的 ･社会的価値観が異なることから､現状で
は高齢夫婦や高齢の親と子の世帯などをイメージした核
家族を含めた定義にする必要があるのではないだろうか｡
わが国では､セルフ･ネグレクトの特性把握及び､大都
市における高齢生活保護世帯や野宿生活者の増加防止対
策のために､今後もセルフ･ネグレクト発生予防に繋が
る調査活動を行う必要がある｡また､セルフ･ネグレク
ト事例介入-の倫理的ジレンマ､意志決定のための効果
的な技術の開発が急がれる｡
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